
「みんなの夢アイディア」の実現で
「呉をワンダーランドに！」
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＊呉自社商品開発協議会

＊＊広島大学人間社会科学研究科メカトロニクス教育研究室



活動の背景-夢アイディアコンテストの沿革-

2

▷地域の次世代の担い手となる子供たちに，夢を描き，実現する素晴らしさを経験
し育って欲しい！

みんなの夢アイディアコンテスト

▷2010年から開始，今年度で12回目 ▷応募実績：計15,286件（2010年から2021年）

呉駅発車メロディー

＜過去の作品例＞

また来て呉氏 ハッピーハンドウォッシュ



活動の背景-夢アイディアコンテストの課題-
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＜応募する子ども＞
・自発的な応募作品の少なさ
・作品完成度，プレゼンテーションスキルの低さ

＜主催者＞
・実現作品の分野の偏り
⇒協賛企業の多くが機械系のものづくり企業

＜社会情勢＞
・新型コロナウイルス，豪雨災害等により様々な
イベントが中止・延期

夢アイディアの支援・セミナー

多種多様な企業・機関等
とのマッチング

ICTを活用した
次世代型イベント



活動実績

4

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年 2022年

夢アイディア
応援セミナー

コンテスト審査

マッチングイベント

リーフレット作成・配付



活動実績① -夢アイディア応援セミナー-
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▷応募した6グループ28名が夢コン賞を受賞

当初

▷呉市内の小中学生を対象とした
セミナーを実施予定

▷コロナ禍により中止

▷８～９月，広島大学主催ジュニアドクター育成塾
の受講生を対象とした完全オンラインのセミナー
を実施

変更

▷受講生のラボ活動（研究活動）の一環として実施



活動実績② -コンテストの共同審査-

▷9月27日，今年度のコンテストの共同審査を実施

▷今年度の応募作品1874件を5チームで審査

▷川田研究室のメンバーはオンラインで中学生部門400件を

午後1時半～8時半ごろまで実施
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活動実績③ -マッチングイベント-

▷12月19日，ジュニアドクター育成塾の受講生に夢アイディアの

マッチングイベントを実施

▷受講生・広島大学のメンバー・山路委員長がオンラインで

入賞作品の紹介を行い受講生が実現したい夢アイディアを紹介
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活動実績④ -リーフレットの作成・配付-

▷ 1月～3月，リーフレットの作成を実施

▷次年度以降のコンテスト参加に向けたきっかけにしてもらう

（リーフレットの内容）

・夢アイディアコンテストの沿革 + 夢アイディアのまとめ方

・計16ページの冊子にし，2000部印刷
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表紙・裏表紙 沿革 まとめ方



活動実績④ -リーフレットの作成・配付-

▷3月13日，ジュニアドクター育成塾のセミナーにおいて配付

▷残りのリーフレットについては，呉市内の小中学生に配付予定

※広島県立呉商業高等学校にも配付

9



プロジェクトの成果まとめ
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◎ICTを活用したオンライン型イベントの開催

（セミナー・共同審査・マッチングイベント）

◎具現化に向けたマッチングの実施

◎成果物としてのリーフレットの作成

（イベント中止の代替措置として機能）

△セミナーの対象が限定

⇒オンラインを活用したセミナーはWi-Fi環境がある家庭で影響

される可能性があることがわかった



プロジェクト活用による効果
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＜学生＞
・子供とのイベント
▷ふれあい経験だけではなく，「魅力的な夢アイディア・具現化に向けた必要性」
など地域・社会の課題を知的なアプローチによる解決に向けた補助

・地域団体との連携
▷地域団体の「生の声」を体感し，学校現場との連携の必要性を実感

＜教員＞
・広島大学ジュニアドクター育成塾/教
育学部のノウハウによる地域への還元

・教員を目指す学生の子供と関わる機会
の創出

・小中高等学校-大学等の連携の創出

＜地域団体＞
・夢アイディア応援セミナーの参加者
からの応募内容はどれも良くブラッ
シュアップされセミナーの効果を強
く感じられた

・次年度からセミナーの継続開催のノ
ウハウ、アイテム等蓄積された



今後の展開

・コロナ禍におけるセミナー・イベントの実施

▷完全オンライン型/対面併用型等，呉以外の広島県内他地域へ

の展開

・具現化におけるマッチングの機会の創出

▷地元工業高校/商業高校の課題研究との融合等

・応援セミナー・マッチングイベントの継続を含めた連携

▷プロジェクト終了後も何らかの形で連携維持

より多くの皆さまの夢アイディアを応援、形にすることで

便利で楽しく豊かな暮らしをこの地域から発信、拡げてゆく
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